
 
 

令和４年度 第６５回東日本学生バドミントン選手権大会 開催要項 

 

１．主    催  全日本学生バドミントン連盟 

２．共    催  北海道バドミントン協会 

３．主    管   北海道学生バドミントン連盟 

４．後    援   北海道、札幌市、北海道新聞社 

５．期    日   令和４年９月５日（月）～９月１２日（月） 

６．開  催  地   北海道札幌市 

７．日     程   ９月 ５日（月）    代表者会議  １７：００～(北海きたえーるサブアリーナ) 

９月 ６日（火）～９月 ７日（水） 団体戦(北海きたえーるアリーナ) 

９月 ７日（水）～９月１２日（月） 個人戦(北海きたえーるアリーナ) 

９月１２日（月） 北ガス４・６アリーナ 個人戦 閉会式 競技終了後 

※タイムテーブルは、組み合わせ会議後に全日本学生連盟・北海道学生バドミントン連盟 

ホームページに掲載する。 

８．会     場   北海道総合体育センター「北海きたえーるアリーナ･サブアリーナ」 

                北海道札幌市豊平区豊平５条１１丁目１－１    ℡ 011-820-1703 

          北ガスアリーナ札幌  

             北海道札幌市中央区北４条東６丁目          ℡ 011-251-1815 

９．種    目   団体戦 男子・女子 ２複・３単 

個人戦 男子・女子 単・複 

１０．競 技 規 則   令和４年度(公財)日本バドミントン協会競技規則・同大会運営規程及び 

同公認審判員規程による。 

１１．競  技 方 法   （１）各種目ともトーナメント方式とし３位決定戦は行わない。 

（２）団体戦の試合順は単１・単２・複１・複２・単３とする。 

１２．チーム 編 成   （１）チーム役員（部長・監督・主将・主務各１名、コーチ２名まで）選手４～１０ 

 名とする。 

（２）チーム役員のうち、選手として出場するものは選手人数に含める。 

（３）申込後の団体戦のメンバー変更は代表者会議において申請できる。 

（４）団体戦参加校の責任者は、メンバー変更届やオーダー用紙等で必要なため、 

必ず印鑑を持参すること。 

１３．使 用 器 具  令和４年度(公財)日本バドミントン協会検定・審査合格用器具及び 

令和４年度第１種検定合格水鳥球を使用とする。 

１４．参 加 資 格   （１） 令和４年度(公財)日本バドミントン協会会員登録を完了している者。 

（２） 令和４年度全日本学生バドミントン連盟及び北海道学生バドミントン連盟、 

東北学生バドミントン連盟、関東学生バドミントン連盟の登録を完了して 

いる者。 

            （３）出場登録選手は（公財）日本バドミントン協会公認審判員資格を有することが望

ましい。 

１５．参 加 料 及 び   （１）参加料           団体戦 １チーム ２０,０００円 

納入方法                              個人戦 単１人    ３,０００円 

複１組     ６,０００円 

（２）振り込み先      北洋銀行 

店  名：北二十四条 （キタニジュウヨンジョウ） 

口  座：普通預金 

口座番号：４１８２１２０ 

口座名 ：北海道学生バドミントン連盟 



                          

 ※参加大学は参加費を各地区学生連盟が定める期日までに各地区学生連盟の口座に 

納入すること。 

※各地区学生連盟は各大学から納入された参加費を一括して北海道学生連盟の上記

口座に納入すること（参加費の正誤については、各地区学生連盟の責任において措置

すること）。  

（３）振り込み締切日   令和４年６月３０日（木） 

 ※各地区学生連盟は上記締切日までに北海道学生連盟の口座に振り込むこと。 

 

参加大学 参加費  ⇒  関東学連・北海道学連・  ⇒  北海道学連 

             東北学連 

【個別納入】           【一括納入】 

 

１６．申込方法 （１）申し込み方法は「入力ファイル（エクセル＆ワードデータ）」送信と「申込書（入力フ

ァイルを印刷したもの）」郵送の２種類で申し込むこと。 

（２）参加する各大学は、全日本学生連盟ホームページからダウンロードした所定の申込書及

び参加料納入書に必要事項を記入した「入力ファイル」を各地区学生連盟に送信するこ

と。 

「申込書・参加料納入書（入力ファイルを印刷したもの）」の正・副を各地区学生連盟に   

郵送し、控えは各大学で保管すること。 

        （３）各地区学生連盟は、各参加大学の「入力ファイル」を取りまとめた上、 

一括して北海道学生連盟アドレス hokkaido.bad@gmail.com 宛に送信すること。 

また、「申込書」「参加料納入書」を取りまとめ、正を全日本学生連盟事務局、副を大 

会事務局に郵送し、控えをコピーすること。 

 

参加大学：入力ファイル     ⇒【送信】 ⇒ 関東学連・北海道学連 

                        東北学連 

参加大学：申込書・参加料納入書 ⇒【郵送】 ⇒ 関東学連・北海道学連 

                        東北学連 

※参加大学は各地区学生連盟が定める期日までに各地区学連事務局に送信・郵送

すること。 

関東学連・北海道学連・東北学連 

       ：入力ファイル ⇒ 【一括送信】⇒ 北海道学連 

関東学連・北海道学連・東北学連 

：申込書・参加料納入書（正）⇒【郵送】 ⇒ 全日本学連事務局 

：申込書・参加料納入書（副）⇒【郵送】 ⇒ 北海道学連事務局 

 

 

※ 各地区学連は参加申し込みの際に「学連内ランキング（団体・個人）名簿」「直近の日本ランキ

ング１２８以内の選手名簿（ランキングを付して）」を主管学連に提出すること。 

※ 「学連内ランキング」⇒ 関東学連：団体；１６位以上、」個人；３２位以上 

東北学連；団体；３位以上、個人；８位以上 

北海道学連：団体；３位以上、個人；８位以上 



 
 

１７．申込締切日  令和４年６月３０日（木）までに必着のこと。 

※各地区学生連盟は上記締切日までに「入力ファイル」を北海道学生連盟事務局に送信し、

「申込書（正）」「参加料納入書（正）」を全日本学連事務局宛および「申込書（副）」

「参加料納入書（副）」を北海道学生連盟事務局宛に郵送すること。 

１８．組み合わせ  全日本学生バドミントン連盟指名の競技役員長（レフェリー）もしくは、競技審判 

部長（デピュティーレフェリー）の指示の下、北海道学生バドミントン連盟との間 

で厳正に執り行う。 

１９．表    彰  （１）団体戦優勝校には、優勝杯並びに賞状の授与を行う。 

（２）団体戦３位までの入賞校には、賞状の授与を行う。 

（３）個人戦優勝者には、優勝杯並びに賞状の授与を行う。 

（４）個人戦３位までの入賞者には、賞状の授与を行う。 

２０．代表者会議  令和４年９月５日（月） １７：００ 

会  場  北海道立総合体育センター「北海道きたえーるサブアリーナ」 

住  所    北海道札幌市豊平区豊平５条１１丁目１-１     

TEL:011-820-1703 

２１．大会事務局  001-0012 札幌市北区北１２条西４丁目２－１０ アルスハイデンス５１０号室 

                  北海道学生バドミントン連盟 委員長 太田 克法 

                    電話 ０８０－６５９２－７２７３ 

北海道学生連盟アドレス: hokkaido.bad@gmail.com 

２２．着    衣  色付き着衣を使用する場合は競技の品位を保つために（公財）日本バドミントン協会審

査合格品とし、上衣ウェアの背面には、全日本学生バドミントン連盟ホームページ「各種

書類」にある『着衣上の背面、ロゴ等の表示に関する取り決め』を参照のこと、大学名を横

３０cm 縦１５cm の範囲内に必ず明示すること。 

また、ゼッケンを使用する場合には、横３０cm 縦１５cmを基準とし、必ず四隅を固定す

ること。 

２３．そ の 他   （１）競技者（部長・監督・コーチ・主将・主務・選手）は必ず（公財）日本バド 

ミントン協会まで登録し、参加申込書に登録番号を記載すること。 

（２）競技者は、マッチにふさわしい服装で臨むこと。また競技場に入る際は必ず 

室内シューズを着用すること。 

（３）事故があった場合には、応急処置は行うが、その後の責任は各参加者の負担 

とする。 

（４）団体戦参加校の責任者は、メンバー変更届やオーダー用紙等で必要なため、 

必ず印鑑を持参すること。 

（５）病気・事故に備えて、各自健康保険証を持参すること。 

（６）大会参加に際して提供される個人情報は、本大会活動に利用するものとし、 

これ以外の目的に利用することはありません。 

（７）（公財）日本バドミントン協会環境委員会からのお願い 

開催地のゴミの分別収集にご協力下さい。（ゴミは各大学で責任をもって持ち帰 

って下さい。） 

           （８）北海きたえーる及び北ガスアリーナ札幌の駐車場については、大会専用駐車場と 

して借りていないので、各自公共交通機関を利用して来場してください 

           （９）新型コロナウィルス感染防止のため（公財）日本バドミントン協会が定めるガイ

ドラインに沿って大会を運営する。 

 

※ 新型コロナウィルスや他の感染症が拡大する懸念がある場合は、大会開催内容の変更や注意もあり得る。 


